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本学のシンボルマーク

入学試験を施行2021年
令和３年

湯
浅
太
郎 

先
生

訃　
　

報

試験会場では全員マスク着用、換気のためドアや窓を開放した（２月１日・東京）

 

両
学
部
の
合
格
者
発
表

   
東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

２
０
２
１
年
度
（
令
和
３
年
）
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、
１
月

中
旬
の
共
通
テ
ス
ト
と
２
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
東
京
で
施

行
し
、両
学
部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。本
年
も
同
一
試
験
日
に
、生
命

歯
学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
と
の
受
験
と
併
願
が
可
能
な
「
全
学
部

入
試
」を
実
施
し
た
。あ
わ
せ
て
、東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の

入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

関
本
恒
夫
名
誉
教
授

日
本
歯
科
医
学
会 

会
長
賞

髙
橋
先
生
（
70
回
）

新
潟
県
へ
き
地
医
療
功
労

 

中
原
理
事
長
の
近
著

   

『
文
人
と
歯
恩
』

日本歯科大学　OPEN CAMPUS 2021
－受験生はもちろん，どなたでも参加できます－

◇生命歯学部（東京）オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

6 /20(日・校友対象)， 7 /17(土・通常)，7/28(水・多摩クリニック)，8/14（土・通常），

10/30(土・個別相談)，11/20(土・通常)

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

6/13(日），7/10(土)，7/30(金)，8/4(水)，8/21(土)，10/2(土），11/13(土）

◇東京短期大学オープンキャンパス・学校相談会　（＊＝学校相談会）

　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

6 /27(日・Web)*，7/26(月・Web)，8/26(木・Web），8/27（金・来校），

10/23（土・来校）*，12/24（金・来校）

平日個別相談会……４月から2022年３月までの平日，月・水・金（Web）

 ①17：00～17：30　　②17：30～18：00

◇新潟短期大学オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

6/13(日)，7/17(土)，8/5(木)，8/19(木)，9/5（日），10/10(日）

　
本
学
名
誉
教
授
の
関
本
恒

夫
先
生
は
、
日
本
歯
科
医
学

会
会
長
賞
（
教
育
部
門
）
を

受
賞
し
た
。
令
和
２
年
度
日

本
歯
科
医
学
会
会
長
賞
授
賞

式
が
２
月
19
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
の
同
学
会
評
議
員
会

の
中
で
行
わ
れ
た
。
受
賞
者

の
名
前
と
顕
彰
状
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
研
究
、
教
育
、
地

域
歯
科
医
療
に
貢
献
し
た
受

賞
者
の
功
績
を
称
え
た
。

　
関
本
名
誉
教
授
は
１
９
７

５
年
（
昭
和
50
年
）
本
学
卒

業
（
第
64
回
卒
）、
同
年
６

月
歯
学
部
小
児
歯
科
学
教
室

助
手
、
講
師
を
経
て
、
１
９

９
６
年
９
月
新
潟
歯
学
部
小

児
歯
科
学
講
座
に
配
置
換
、

同
年
10
月
助
教
授
、
２
０
０

６
年
４
月
新
潟
歯
学
部
附
属

病
院
教
授
、
２
０
１
３
年

（
平
成
25
年
）
４
月
新
潟
生

命
歯
学
部
小
児
歯
科
学
講
座

教
授
に
就
任
し
た
。
新
潟
病

院
病
院
長
、
新
潟
生
命
歯
学

部
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　
２
０
２
１
年
度
の
入
学
試

験
は
、
大
学
共
通
テ
ス
ト
利

用
入
学
試
験
と
、
本
学
で
実

施
す
る
一
般
選
抜
試
験
の
二

本
立
て
で
行
わ
れ
た
。

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
な
「
全
学
部
入

試
」
を
、
一
般
選
抜
と
大
学

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
で
実

施
し
た
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
英
語
１

科
目
、
国
語
・
数
学
の
う
ち

か
ら
１
科
目
、
理
科
（
物

理
・
化
学
・
生
物
の
う
ち
か

ら
選
択
）
１
科
目
、
計
３
科

目
の
学
力
試
験
、
な
ら
び
に

面
接
試
験
を
２
月
１
日
に
実

施
し
、
４
日
に
合
格
者
を
発

表
し
た
。

　
大
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
前

期
入
学
試
験
は
、
本
学
が
指

定
し
た
科
目
（
２
０
１
５
年

度
か
ら
外
国
語
は
英
語
が
必

須
）
の
受
験
者
に
対
し
て
、

２
月
８
日
に
生
命
歯
学
部
に

お
い
て
面
接
試
験
を
実
施
し
、

11
日
に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
一
般
選
抜
、
共
通
テ
ス
ト

利
用
入
学
試
験
と
も
両
学
部

の
合
格
者
は
、
そ
の
受
験
番

号
を
生
命
歯
学
部
本
館
一
階

の
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
た
。

　
追
っ
て
一
般
選
抜
後
期
入

学
試
験
（
学
力
・
面
接
）
と

大
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
後
期

入
学
試
験
（
面
接
）
は
、
い

ず
れ
も
３
月
７
日
に
生
命
歯

学
部
（
東
京
）
に
お
い
て

「
全
学
部
入
試
」
を
以
て
実

施
し
、
３
月
９
日
に
合
格
者

を
発
表
し
た
。

　
　
　*

　
東
京
短
期
大
学
の
歯
科
技

工
学
科
と
歯
科
衛
生
学
科
の

一
般
選
抜
Ａ
入
学
試
験
は
、

２
月
７
日
に
学
力
試
験
と
面

接
試
験
を
実
施
し
た
。
一
般

選
抜
Ｂ
入
学
試
験
は
、
３
月

16
日
に
小
論
文
と
面
接
試
験

を
実
施
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
歯
科
衛

生
学
科
で
は
、
大
学
共
通
テ

ス
ト
利
用
入
学
試
験
を
２
月

14
日
に
実
施
し
た
。

　
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学

の
元
理
事
湯
浅
太
郎
先
生

は
、
１
月
23
日
逝
去
さ
れ

た
。
享
年
84
。
湯
浅
先
生
は

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）

本
学
卒
業
（
第
52
回
卒
）。

大
学
院
歯
学
研
究
科
修
了
後

に
千
葉
市
で
開
業
し
、
日
本

歯
科
大
学
校
友
会
常
務
監

事
、
日
本
歯
科
医
師
会
監
事

等
を
歴
任
し
た
。
学
校
法
人

日
本
歯
科
大
学
理
事
に
は

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

８
月
に
就
任
し
、
２
０
２
０

年
６
月
ま
で
務
め
た
。

　
新
潟
県
柏
崎
市
の
高
橋
昭

彦
先
生
（
第
70
回
卒
）
は
昨

年
12
月
、
へ
き
地
医
療
功
労

に
よ
り
新
潟
県
か
ら
表
彰
さ

れ
た
。

　
高
橋
先
生
は
１
９
８
５
年

９
月
か
ら
35
年
以
上
に
わ
た

り
、
柏
崎
市
国
民
健
康
保
険

高
柳
歯
科
診
療
所
（
旧
刈
羽

郡
高
柳
町
）
で
地
域
住
民
へ

の
歯
科
医
療
に
従
事
し
て
い

る
。
ま
た
高
柳
地
区
の
保
育

園
や
学
校
の
嘱
託
歯
科
医
や

学
校
歯
科
医
を
務
め
る
。

　
新
潟
県
へ
き
地
医
療
功
労

医
師
・
歯
科
医
師
表
彰
は
、

山
間
地
や
離
島
な
ど
で
永
年

に
わ
た
り
、
地
域
住
民
へ
の

医
療
や
健
康
保
持
に
尽
力
し

て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
を

顕
彰
す
る
制
度
で
、
12
月
８

日
に
新
潟
県
庁
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
髙
橋
先
生
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　
本
学
の
中
原
泉
理
事
長
は

２
月
に
『
文
人
と
歯
恩
』
を

一
世
出
版
か
ら
刊
行
し
た
。

　
曲
亭
馬
琴
、
小
林
一
茶
、

夏
目
漱
石
、
室
生
犀
星
が
書

き
綴
っ
た
歯
口
腔
の
痛
み
や

悩
み
、
そ
し
て
本
学
で
倫
理

学
を
講
じ
た
歌
人
太
田
水
穂

（
太
田
貞
一
）、
第
14
回
卒

の
俳
人
西
東
三
鬼
（
齋
藤
敬

直
）、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ

図
書
館
長
や
企
画
部
長
を
務

め
た
詩
人
北
園
克
衛
（
橋
本

健
吉
）
の
足
跡
を
、
本
学
資

料
な
ど
交
え
て
辿
る
医
学
書

で
あ
る
。
本
書
は
中
原
理
事

長
の
60
冊
目
の
専
門
書
と
な

る
。

〒161-8558   東京都新宿区下落合2-6-22
 TEL 03-3952-5141 FAX 03-5982-7751
                   http://www.issei-pub.co.jp/

一世出版株式会社

中
原 

泉

日
本
歯
科
大
学
理
事
長

四六版・上製／164頁／定価1,430円
ISBN978-4-87078-196-2

歯
口
腔
の
病
に
悩
み
苦
し
ん
だ
古
今
の
文
人
た
ち
。

彼
ら
は
そ
の
悩
み
を
日
記
類
に
書
き
綴
っ
て
い
た
。

膨
大
な
史
料
を
読
み
解
き
書
き
上
げ
ら
れ
た
渾
身

の
一
冊
。
書
き
下
ろ
し
３
編
を
含
む
８
編
を
収
録
。

文学と史学と医学を混交した
異形の医学書
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歯
学
会
大
会
メ
イ
ン
テ
ー
マ

：
「
歯
科
界
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
へ
の

 

前
向
き
な
取
り
組
み
と
対
応
」

今
井
教
授
（
東
京
生
理
）
最
終
記
念
講
義

林
非
常
勤
講
師
ら

（
東
京
・
接
着
歯
科
学
）

日
本
接
着
歯
学
会
論
文
賞

　
生
命
歯
学
部
生
理
学
講
座

の
今
井
敏
夫
教
授
の
最
終
記

念
講
義
は
、
３
月
12
日
午
後

６
時
よ
り
富
士
見
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
演
題
は
「
生
理
・
衛
生
の

間
隙
か
ら
の
学
び
」
で
、
本

学
関
係
者
ら
が
聴
講
し
た
。

最
終
記
念
講
義
で
は
口
臭
原

因
物
質
（
硫
化
水
素
）
に
よ

る
歯
槽
骨
吸
収
機
構
の
中
で

歯
槽
骨
が
日
常
的
に
お
か
れ

る
メ
カ
ニ
カ
ル
ス
ト
レ
ス

(

伸
展
刺
激)

が
与
え
る
影
響

の
解
明
等
、
最
新
の
研
究

テ
ー
マ
な
ど
も
述
べ
ら
れ
た
。

　
今
井
教
授
は
１
９
７
７
年

（
昭
和
52
年
）
３
月
北
里

大
学
薬
学
部
卒
業
、
同
年

４
月
歯
学
部
衛
生
学
教
室
助

手
、
講
師
、
助
教
授
を
経
て

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

10
月
生
理
学
講
座
教
授
に
就

任
し
、
図
書
館
長
等
を
歴
任

し
た
。

　
東
京
の
附
属
病
院
の
周
り

を
、
小
さ
な
路
線
バ
ス
が

走
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
歯
科
大
学
の
「
附
属

病
院
」
と
言
え
ば
、
す
ぐ
に

「
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
・
西
口
駅

前
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。
し

か
し
病
院
の
裏
手
・
千
代
田

区
富
士
見
出
張
所
前
に
バ
ス

の
停
留
所
が
あ
る
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
バ
ス
は
千
代
田
区
の

施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
を
中

心
に
、
区
内
を
運
行
し
て
い

る
地
域
福
祉
交
通
の
乗
合
い

バ
ス
「
風
ぐ
る
ま
」
号
、
ど

な
た
で
も
１
０
０
円
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
附
属
病
院
の
近
く
を
通
る

の
は
「
富
士
見
・
神
保
町

ル
ー
ト
」
で
、
千
代
田
区
役

所
を
始
発
と
し
、
富
士
見
出

張
所
︱
飯
田
橋
駅
（
東
口
）

︱
東
京
逓
信
病
院
︱
千
代
田

保
健
所（
九
段
下
駅
）︱
駿
河

台
下
︱
御
茶
ノ
水
駅
前
︱
専

修
大
学
前
等
を
回
り
ま
す
。

こ
の
乗
り
合
い
バ
ス
に
は
、

麹
町
、
秋
葉
原
、
内
神
田
の

ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
１
時
間
に
１
本
と
本
数
は

少
な
い
の
で
す
が
、
千
代
田

区
３
万
７
千
世
帯
、
昼
間
人

口
85
万
人
の
方
々
に
附
属
病

院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
、「
風

ぐ
る
ま
」
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
停
留
所
は
生
命
歯

学
部
本
館
に
も
近
い
の
で
、

来
校
さ
れ
る
と
き
に
乗
車
し

て
い
た
だ
き
、
小
さ
な
バ
ス

の
旅
を
楽
し
ま
れ
て
は
い
か

が
で
す
か
。

（
病
院
事
務
部
長 

 

鈴
木
洋
一
）

歯
　
鏡

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

▼
千
代
田
区
飯
田
橋
の
「
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
」
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

本
年
６
月
末
日
を
も
っ
て
営

業
を
休
止
す
る
、
と
の
こ
と

で
す
。

　
同
ホ
テ
ル
は
昭
和
47
年
２

月
に
開
業
し
ま
し
た
が
、
翌

年
８
月
８
日
に
韓
国
野
党
の

金
大
中
氏
の
拉
致
事
件
が
お

こ
り
、
開
業
１
年
半
に
し
て

一
躍
有
名
に
な
っ
た
ホ
テ
ル

で
す
。
歯
鏡
子
は
、
拉
致
の

前
日
に
同
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
い
た
の
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。

　
本
学
の
同
ホ
テ
ル
と
の
付

き
合
い
は
、
半
世
紀
に
お
よ

び
ま
す
。
営
業
再
開
の
可
否

は
検
討
中
と
の
こ
と
で
す

が
、
営
業
休
止
は
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。

中
原
實
Ｍ
Ｏ
Ｔ
展

▼
江
東
区
三
好
の
東
京
都
現

代
美
術
館
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
で

は
、
昨
年
11
月
か
ら
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
同
館
の
所
蔵
す
る
20
数

名
の
絵
画
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
中
原
實
は

も
っ
と
も
多
い
７
点
が
出
品

さ
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
会
場

の
メ
イ
ン
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
の
２
月
中
旬
ま
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
休
館
に

な
り
ま
し
た
。

96
歳
現
役
、
渡
邉
悦
郎
先
生

▼
本
学
40
回
卒
の
渡
邉
悦
郎

先
生
。
大
正
13
年
生
ま
れ
、

昭
和
26
年
本
学
卒
業
、
28
年

に
郷
里
の
山
梨
県
忍
野
村
で

開
業
。
以
来
、
今
日
ま
で
67

年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
96
歳
に
な
ら
れ
る
現
在
も

毎
日
、
午
前
中
に
患
者
さ
ん

を
診
療
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

来
頑
健
で
、特
段
の
病
気
を
さ

れ
た
こ
と
も
な
い
と
の
こ
と
。

　
こ
の
た
び
、
先
生
の
96
年

を
綴
ら
れ
た
自
分
史
の
御
本

『
渡
邉
悦
郎
の
軌
跡
』
を
上

梓
さ
れ
ま
し
た
。
今
な
お
現

役
の
臨
床
医
と
し
て
歩
ま
れ

る
大
先
輩
に
、
万
感
の
拍
手

を
送
り
ま
す
。

も
う
一
つ
グ
ラ
パ
レ
の
逸
話

▼
中
原
泉
学
長
（
当
時
）

は
、
姉
妹
校
な
ど
外
国
の
来

客
が
み
え
る
と
、
グ
ラ
パ
レ

23
階
の
鉄
板
焼
コ
ー
ナ
ー
に

招
待
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

「
学
長
は
ス
テ
ー
キ
が
好
き

な
ん
だ
」
と
囁
き
ま
し
た

が
、
学
長
は
ア
ハ
ハ
と
笑
う

だ
け
。

　
学
長
は
席
に
着
く
前
に
、

客
人
を
広
い
ガ
ラ
ス
の
窓

際
に
手
招
い
て
、
左
側
の

武
道
館
の
む
こ
う
の
皇
居

を
「Im

perial Palace !

」

と
指
し
示
し
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
右
側
の
窓
外
の
２
棟
の

ビ
ル
を
指
し
て
、「Our Dental

School !

」
と
教
え
ま
す
。

　
オ
オ
ッ
と
客
人
は
目
を
丸

く
し
て
、
瞬
時
に
Ｎ
Ｄ
Ｕ
の

立
ち
位
置
を
理
解
す
る
の
で

す
。（
Ｓ
・
Ｎ
）

　
日
本
歯
科
大
学
歯
学
会
で

は
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
で
６

月
に
歯
学
会
大
会
・
総
会
を

Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
２
０
１
９
年
（
令
和
元

年
）
11
月
か
ら
世
界
的
な
蔓

延
が
始
ま
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

︱

19
に
よ
る
感
染
症
は
、
日

本
で
も
２
０
年
１
月
に
感
染

者
が
確
認
さ
れ
、
現
在
も
な

お
全
世
界
で
猛
威
を
振
る

う
。

　
本
会
を
は
じ
め
、
多
く
の

学
術
大
会
は
、
当
初
よ
り

行
っ
て
き
た On site

か
ら

Online

に
よ
る
開
催
へ
と

変
化
し
、
各
団
体
は
一
様
に

苦
慮
し
な
が
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
実
施
形
態

の
変
換
は
悪
い
点
ば
か
り
で

な
い
。
こ
れ
ま
で
の
発
想
を

１
８
０
度
転
換
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
講
義
形
式
な
ど

の
教
育
法
や
、
そ
れ
に
よ
る

利
点
を
積
極
的
に
見
い
だ
す

良
い
機
会
に
も
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
本
大
会
の
基
調
講

演
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19

感
染
拡
大
に
対
し
て
、
新
た

な
前
向
き
な
対
応
を
さ
れ
て

い
る
日
本
歯
科
医
学
会
会

長
、
日
本
歯
科
医
学
会
連
合

理
事
長
の
住
友
雅
人
先
生

に
、
今
ま
で
の
活
動
を
通
し

て
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
対
応
し
て
い
く
べ
き
か

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
く
。

　
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
感

染
症
と
歯
科
」
で
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
を
は
じ
め
と
す

る
感
染
症
に
対
し
て
、
様
々

な
立
場
か
ら
具
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
生
命
歯
学
部
接
着
歯
科
学

講
座
の
林
孝
太
朗
非
常
勤
講

師
、
前
野
雅
彦
講
師
、
奈
良

陽
一
郎
教
授
は
、
接
着
歯
学

の
発
展
に
寄
与
す
る
優
れ
た

学
術
論
文
を
発
表
し
た
者
に

授
与
さ
れ
る
２
０
２
０
年
度

日
本
接
着
歯
学
会
論

文
賞
の
英
文
論
文
部

門
を
受
賞
し
た
。
同

講
座
の
受
賞
は
、
直

近
10
年
間
で
４
回
目

と
な
る
。

　

受

賞

論

文

は

「In
flu

en
ce of 

im
m

ediate dentin 
se

a
lin

g
 a

n
d 

tem
porary restoration 

on the bonding of CA
D/

C
A

M
 ceram

ic crow
n 

restoration

」
で
あ
り
、

今
後
の
歯
科
医
療
を
担
う
デ

ジ
タ
ル
レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
有
益
な
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な

る
。

▼ 
受
賞
し
た
林(

中
央)

・
前
野

講
師(

右)

。
左
は
共
同
研
究

者
で
あ
り
日
本
接
着
歯
学
会

理
事
長
の
奈
良
教
授

▲ 

附
属
病
院
の
裏
手
・
東
京
大

神
宮
前
を
走
る
﹁
風
ぐ
る
ま
﹂

縁
結
び
の
神
社
と
し
て
知
ら
れ

る
東
京
大
神
宮
は
、若
い
女
性

た
ち
の
超
人
気
ス
ポ
ッ
ト

☆ご存知ですか？
病院裏にバス路線

藤井一維学長から記念品（写真左）、中原泉理事長から花束
が、今井教授に手渡された（写真右）

最終記念講義を終え、生理学講座関係者とともに記念撮影

令和３年度（2021年）歯学会総会・学術大会のお知らせ

大会長　渡邉文彦（日本歯科大学歯学会会長・名誉教授）

　COVID-19 感染拡大防止に鑑み、令和３年度日本歯科大学歯学会大会は 

Online にて開催いたします。会員の皆様の多数のご参加をお待ち
しております。事前参加登録制となっていますので、５月14日（金）
までに（期日を４月30日（金）より延長いたしました）日本歯科大学歯学会・
校友会ホームページ内の専用バナーよりご登録のほどよろしくお願い
いたします。

開催日時：令和３年６月５日（土）11:00～16:05 予定

開催形式：Onlineにて開催（事前参加登録制）

参加登録：歯学会・校友会ホームページ内の専用バナーより登録

メインテーマ：

「歯科界におけるCOVID-19への前向きな取り組みと対応」

☆基調講演：「創生革命とイノベーション手法」
 日本歯科医学会　会長

 日本歯科医学会連合　理事長　住友雅人 先生

☆学術研究奨励賞受賞講演会　令和元・２年度受賞者

☆シンポジウム：「感染症と歯科」
　生命歯学部微生物学講座　　教　授　高橋　幸裕 先生
　新潟生命歯学部衛生学講座　教　授　小松﨑　明 先生
　附属病院総合診療科　　　　教　授　石垣　佳希 先生
　新潟病院総合診療科　　　　准教授　水谷　太尊 先生

＊ 日歯生涯研修事業の単位取得が可能です。（基調講演：２単位、
シンポジウム：各１単位）

【お問い合わせ先】

令和３年度 日本歯科大学歯学会大会　準備委員長　上田　一彦
日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第２講座
〒951-8580 新潟市中央区浜浦町1-8  TEL: 025-267-1500 (内線3311)
  e-mail: shigakukai2021@ngt.ndu.ac.jp




